
函館市開発審査会運営要綱

（趣旨）

第１条 この規程は，函館市開発審査会条例（平成１２年函館市条例第

５５号。以下「条例」という。）第９条の規定に基づき，函館市開発

審査会（以下「審査会」という。）の運営に関し必要な事項を定める

ものとする。

（事務局）

第２条 条例第８条の規定による審査会の庶務を行うために，審査会の

事務局を都市建設部都市整備課に置く。

２ 事務局に事務局長および書記若干名を置き，事務局長は，都市整備

課長をもって充てる。

３ 事務局は，会長の命を受け，その事務を処理する。

（会長の任期）

第３条 会長の任期は，その者が委員として有する任期と同一とする。

２ 会長が欠けた場合における新たに選任された会長の任期は，前任者

の残任期間とする。

（招集および会議）

第４条 会長は，次の各号のいずれかに該当する場合に審査会を招集する

ものとする。この場合において，第１号の場合にあっては原則として年

４回（１月，４月，７月および１０月），第２号または第３号の場合に

あっては随時に審査会を招集するものとする。

(1) 市長から都市計画法（昭和４３年法律第１００号。以下「法」と

いう。）第３４条第１４号または都市計画法施行令（昭和４４年政

令第１５８号。以下「令」という。）第３６条第１項第３号ホの規

定により市長から議案が付議されたとき。

(2) 法第５０条第１項の規定による審査請求があったとき。

(3) 前２号に掲げるもののほか，会長が必要と認めたとき。

２ 審査会の会議を招集する場合は，会議の日時，場所または開催方法

ならびに議案等を，あらかじめ委員に通知するものとする。

３ 委員は，審査会に出席できない場合においては，あらかじめ，会長



にその旨を通知しなければならない。

４ 審査会の会議は法により審査会の権限に属された事項に係る議事（法

第５０条第３項の規定による口頭審理を除く。）の審査に限り，オンラ

インでの開催とすることができる。

（議案）

第５条 審査会の議案に係る資料の説明および応答は事務局が行う。

２ 前条第１項第１号の議案が議決したときは，会長は速やかに市長に

通知するものとする。

（報告事項）

第６条 法第３４条第１４号および令第３６条第１項第３号ホに関する

申請において，函館市開発審査会付議基準２に関するものは，特例的

にあらかじめ審査会の議を経たものとして許可処分を行い，後日審査

会にその旨を報告するものとする。

（議事録）

第７条 会長は，審査会の議事について，次の事項を記載した議事録を

作成しなければならない。

(1) 会議の日時および場所または開催方法

(2) 出席した委員の氏名

(3) 議事の経過

(4) 議決事項

(5) 前各号に掲げるもののほか，会長が必要と認めた事項

２ 議事録には，会長の指名した２名以上の委員が署名しなければなら

ない。

附 則

（施行期日）

１ この要綱は，平成１２年１２月８日から施行する。

（経過措置）

２ この要綱の施行の際，第６条に規定する函館市開発審査会付議基準が

定められるまでの間は，同条の「函館市開発審査会付議基準３」とある

のは「北海道開発審査会付議基準３」の適用があるものとする。



附 則

この要綱は，平成１３年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は，平成１３年５月１８日から施行する。

附 則

この要綱は，平成１９年１１月３０日から施行する。

附 則

この要綱は，平成２４年９月２６日から施行する。

附 則

この要綱は，令和３年６月２５日から施行する。


